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ド イ ツ の 片 隅 に て
ダルムシュタット 工 科大学 但 陳 道 夫
「低温 センターだよ り」の編集 に数度 関与 した ことがた たって,地 球 の裏側 にまで原稿依頼 が追い か
けて きた。 当地 ドイツでの私 の仕事は,特 に低 温を必要 とせず,液 体窒 素で も事足 りるテ ーマで ある こ
とがまず 第一点。第 二は,ド イツを訪問 された諸兄 が非常 に多い こと。第 三は・ 私 自身が 見聞 した ドイ
ツの大学 は,こ こダル ムシュタッ ト工科大学 と ザー ルブ リュ ッケン大学 の二つ しかな いこ と。 これ らの
理 由か ら,「 低温 センターだよ り」にふ さわ しい内容や,今 更取 り立 てて書 く材料 も無 く,ほ とほ と困
惑 してい る。
まずは礼儀 として仕 事の 内容 につ き一言。 あ る種 の 金属錯体は温度変化 に よ り,特 定 の温度 で可逆的
に低 ス ピンと高 ス ピン状態 間の転移 現 象を示 す。貫入錯 体に関す る小谷理論 や錯体 に関す る田辺 一菅野
のエ ネル ギー準位 図は 「静 」な る理 論で,ス ピン転 移 の駆動 力や機構 につい ての 「動 」な る側 面は獲え
難い。1966年 にこの種 の錯体が合成 されて以来 各 種の研究 がなされ ている。生 憎(幸 な ことに?)
熱 力学的デ ー タが皆無で あったので,ピ ンチ ヒッターを名 乗 り出て二 種の錯体の低温 熱容量 を測定 した。
ス ピン転 移 には格子 系 か らのエ ン トロピーの寄与が著 し く大 きい こ とを 見い 出し・ まずは ク リー ンヒヅ
トと相成 った 次第。 これに気 を良 くしてゲー ムに加わ ろ うと考え た。 私服 を脱 いで,ド イ ソ人 が持 って
いた メスバ ウァーとい うユニホームを しば しの あい だ借 り,目 下,バ ッターボック スで ツース トライク
ツーボール。 四球 ではす っき りしない,三 猿で は 見苦 しい。安打 か あわ よ くば ホ ーム ランを と緊張 の連
続。
ところで私,野 球 に関 しては無知 もよい ところ。 ドイツ人は こ とのほ かフッ トボールが好 きな国民 で,
昨年の世 界選手権 の時な どは,国 をあげて の狂喜狂 乱の沙汰。 かっ てナチス党の狂気 を育てた精 神的 風
± を見る思いで,空 恐 ろ しい気 さえす る。 ところで私,フ ッ トボ}ル もか らきし駄 目。少 々爺臭 いが,
仕事 の合 間に各地の ドー ム(Dom)や キル ヒェ(Kirche)を 巡 って,も っぱ らそ の芸 術(Kunst)
を楽 しん でい る。福 音主義の御大 マル チンル ターを輩 出した国に しては,若 者は あま りに も宗教 に無 関
心 なの は予想外。諸 侯分立 を長年続 け た国 なので,地 方 色豊かで澄 もしろい。 ローザル クセンブルク も
かって党員で あった とい う社会民 主党 が政権 を域 ってい るせ いか ど うかは しば ら く置 くとして も,傍 目
には貧豊 の差 が殆 ん ど無 く,な ん とも豊かな 国とい った ところ。
日本 出発前 には こ う考えた。 「第二 次大戦 で共 に戦 った国だか ら,ド イツは好 日的 で 日本 を良 く識 つ
ているだろ う 」と。 ドイ ツに来 て,皆 が好 日的 なの には気 を良 くした が,日 本 につい ては何 も知 ってい
な い。 これは私 の認 識不足,「 第二 次大戦 で共 に負けた 同病 相 あわ れむ 」の結果 かな とも考え た。 しか
しそ うで もない らしい。 そ う考 え るのは,日 本入 の一方的 な感情移入で あって,ド イツ入 の多 くは極 東
の国 日本 に同胞意 識な どは全然持 ってい ない。 日本 と ドイソは あま りに も離 れた地球 の反対側。 好 日的
なのは,日 本入 が平 均 として真 直面で勤 勉だか らとい うこ とだ け。 多 くの偉入賢者 を輩 出した ドイツ,
倹約 家で勤勉 な ドイツ人,予 想 に反 して 陽気 で コー 一 モアのあ る ドイツがす っか り気 に入 って楽 しい毎 日
で はある・(以`上)
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